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【参考資料１】導入システムの比較一覧 

表 導入システムの比較 

システム 普通鉄道 鉄輪リニア スマート・リニアメトロ トラムトレイン 

ＬＲＴ 

（Light Rail Transit） 

次世代型路面電車システム 

ＢＲＴ 

（Bus Rapid Transit） 

バス高速輸送システム 

概 念 

・ 鉄輪を有し、専用空間内の２

本のレール上を走行する交

通システム 

・ 普通鉄道と同様のレールと

車輪を有し、動力にリニア誘

導モータを使用して走行し、

車両の低床化により、トンネ

ル断面の縮小が可能となる

交通システム 

・ 鉄輪リニアの改良型であり、

速達性の向上、ドライバーレ

ス運転等を可能とする交通

システム 

・ ＬＲＴが普通鉄道の専用軌

道（レール）に直接乗り入れ

る形態の交通システム 

・ バリアフリー化や先進的な

デザインを採用した車両を

用いる他、まちづくりとも連

携した路面電車を高度化し

た交通システム 

・ 専用走行空間を有し、一般自

動車と共存して運行する、通

常の路線バスよりも高速に

運行し、都市あるいは都市圏

内の幹線的な交通システム

の役割を担うバスシステム 

外 観 

出典：日本地下鉄協会のパンフレット

特

徴

適用範囲 

・ 主に広域的な拠点都市間の

連絡に最適 

・ 主に長距離運行に最適 

・ 大量輸送に最適 

・ 主に広域的な拠点都市間の

連絡に最適 

・ 主に長距離運行に最適 

・ 大量輸送に適している 

・ 主に広域的な拠点都市間の

連絡に最適 

・ 主に長距離運行に最適 

・ 中量輸送に適している 

・ 拠点都市間の連絡や都市内

移動に対応可能 

・ 長距離運行も対応可能 

・ 中量～大量輸送が可能 

・ 主に都市内の移動に最適 

・ 中距離以下の運行に適して

いる 

・ 主に都市内の移動に最適 

・ 中距離以下の運行に適して

いる 

・ 地形的にＬＲＴが導入でき

ない地域に有効 

速達性 

・ 高速運転に最適で所要時間

が短い 

・ 普通鉄道やスマート・リニア

メトロに比べて、所要時間は

長くなる 

・ 普通鉄道に次ぐ高速運転が

可能である 

・ 低速～高速の広い範囲の運転

が可能であり、専用軌道を走

行する場合には所要時間が短

くなる 

・ 低速～中速度域の運行に適

している 

・ 低速～中速度域の運行に適し

ている 

定時性 

・ 高い ・ 高い ・ 高い ・ 自動車と分離された専用区間

の走行が多いと定時性は高く

なる 

・ 街なかの道路上で自動車や

歩行者と一体的に走行する

区間が多いと定時性が低く

なる可能性がある 

・ バス専用レーンを確保すると

定時性は高くなるが、一般道

を走行する場合は定時性が低

くなる可能性がある 

性

能

車両寸法（幅×全長×高さ） 約 3.0ｍ×約 20ｍ×約 4.0ｍ 約 2.5ｍ×約 15ｍ×約 3.1ｍ 約 2.5ｍ×約 12ｍ×約 3.1ｍ 約 2.5ｍ×約 12～30ｍ×約 3.8ｍ 約 2.5ｍ×約 12～30ｍ×約 3.8ｍ 約 2.5ｍ×約 18ｍ×約３ｍ 

最高速度 130km/h 80km/h 100km/h 
専用区間：100km/h 

併用区間： 40km/h 

専用区間：100km/h 

併用区間： 40km/h 
60km/h 

表定速度 30～80km/h 30～40km/h 30～60km/h 18～40km/h 18～40km/h 15～35km/h 

最小曲線半径 160ｍ 100ｍ 70ｍ 20ｍ注） 20ｍ注） 10ｍ 

最急こう配（一般部） 35‰ 60‰ 60‰ 40‰（特殊な箇所：67‰） 40‰（特殊な箇所：67‰） 90‰ 

１両あたりの車両定員 約 130～160 人 約 90～100 人 約 65～75 人 約 80 人～160 人 約 80 人～160 人 約 70～130 人 

平均的な連結車両数 ６～15 両 ４～６両 ２～４両 １両単車～５連接車 １両単車～５連接車 １車体～３車体連接 

経済性 建設費は比較的高額 建設費は普通鉄道より安価 建設費は普通鉄道より安価 建設費は比較的安価 建設費は比較的安価 建設費はＬＲＴより安価 

注）軌道建設規程（路面電車等の建設に関する基準（国土交通省所管））では 11ｍとされているが、低床車の仕様では概ね 12～18ｍが最小回転半径とされている。 
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【参考資料１】区間の特性 

表 区間の特性 

項 目 区間１：糸満市～那覇市中心部 区間２：那覇市中心部～沖縄市 区間３：沖縄市～名護市 区間４：名護市～沖縄美ら海水族館 

対象市町村と人口注）

糸満市  57,320 人 那覇市 315,954 人 沖縄市 130,249 人 名護市 60,231 人 

豊見城市 57,261 人 浦添市 110,351 人 うるま市 116,979 人 本部町 13,870 人 

那覇市 315,954 人 宜野湾市 91,928 人 読谷村 38,200 人  

 北中城村 15,951 人 恩納村 10,144 人 

沖縄市 130,249 人 名護市 60,231 人 

各地域の概要 

・ 糸満市は、沖縄本島最南端に位置し、糸満ロータ

リー付近、国道 331 号の西側は、大型船が接岸可

能な漁港をはじめ漁業の町を生かした水産加工

施設や中小企業の工場や倉庫などの工業団地が

立地し、東側は住宅・商業施設、学校・運動公園

などの公共施設といった新たな市街地が形成さ

れている。 

・ 糸満市の南部には、ひめゆりの塔や平和祈念公園

などの観光施設がある。 

・ 豊見城市は、那覇市の南に隣接し、ベッドタウン

として人口が増加している。 

・ 豊見城市は、那覇空港に近く、レンタカー各社の

拠点や、道の駅豊崎、アウトレットモールな

どの商業施設が立地している。

・ 本区域は、県内で最も人口が集中し、都市機能が

集積している。 

・ 那覇市は、沖縄県の県庁所在地であり、政治・経

済・文化の中心地である。また、空港、港湾を擁

し、県内外の交通結節点であり、沖縄県の中核機

能を担っている。 

・ 浦添市は、沖縄県中南部都市圏の中核都市であ

り、県内でも有数の商業、工業が活発な市である。

・ 宜野湾市は、市の中央部の台地には普天間飛行

場、北部にはキャンプ瑞慶覧が立地している。 

・ 本区域は、戦後の米軍基地建設を背景に、都市基

盤が未整備なまま、無秩序に密集した市街地が形

成された。 

・ 沖縄市は、沖縄本島のほぼ中央に位置し、市の中

心市街地は、国道 330 号沿いの胡屋十字路からコ

ザ十字路である。また、市の北部は米軍嘉手納基

地となっている。 

・ 本区域には、「琉球王国のグスク及び関連遺跡群」

として世界遺産に登録された座喜味城跡や勝連城

跡がある。 

・ 名護市は、沖縄本島北部地域の中心都市であり、

国際級の海洋性リゾート拠点として注目されてい

る。 

・ 本区域は、観光振興地域に指定されているブセナ

地域をはじめとした恵まれた海浜景観資源を活か

して、大型リゾートホテルやゴルフ場等の観光レ

クリエーション施設が立地している。 

・ 本地域では、名桜大学や北部看護学校、国立沖縄

工業高等専門学校等の開港による教育環境の向

上や就業条件整備に伴い、若年層の定住が進んで

いる。 

・ 本部港は、各周辺航路の発着拠点であるととも

に、北部港湾の中心ともいえる。 

・ 渡久地や谷茶の集落を中心に、幹線道路の整備に

伴って、周辺の農地や埋立地等にまちが形成され

てきた。 

・ 渡久地一帯の中心集落は、かつて活気のある港町

であったが、近年は港の機能の衰退とともに活力

を失いつつある。 

・ 本部町の北部付近は、恵まれた海浜景観資源や国

営沖縄記念公園海洋博覧会地区をはじめ、近隣に

は世界遺産に登録された今帰仁城等の観光拠点

を有し、リゾートホテルやゴルフ場等の観光レク

リエーション施設が集積している。 

開発計画及び 

まちづくりの方向性

・ 糸満市では、まちの将来像「つながりの豊かなま

ち」の実現を目指して、まちづくりを進めている。

・ 豊見城市では、自然や農地を保全しつつ、土地利

用の秩序化と効果的・効率的な公共投資を図るコ

ンパクトシティの形成を目指し、３つの市街地に

おいて地域特性や役割を踏まえた適切な都市機

能の充実・強化を図りつつ、市内の市街地や生活

拠点を結ぶ総合亭な交通体系や広域的交通ネッ

トワークの形成を推進することにより、地域特性

や機能が相互に補完しあう一体的な都市構造の

形成に取り組んでいくこととしている。 

・ 那覇市は、沖縄都市モノレール・中心市街地及び

新都心地区を核としたまちづくりを展開してい

る。 

・ 宜野湾市は、国際コンベンションシティとして整

備が進められている。 

・ 沖縄市と北中城村に跨るキャンプ瑞慶覧返還地

区では、跡地利用実現に向け、土地利用計画素案

の検討が進められている。 

・ 本区域では、今後、普天間飛行場、那覇港湾施設

及び牧港補給地区の全部並びにキャンプ瑞慶覧

の一部が返還予定である。 

・ 本区域では、キャンプ瑞慶覧などの駐留軍用地が

返還予定であり、読谷村大湾東地区の駐留軍用跡

地では、土地区画整理事業が実施されている。 

・ 本区域は、近年、都市圏を構成する各市町村が個

性豊かなまちづくりを展開し、発展してきており、

沖縄市からうるま市にかけての国道 330 号、沖縄

石川線沿線だけでなく、各地に都市機能が配置さ

れている。 

・ 沖縄市は、国際文化観光都市としてまちづくりが

進められてきたが、近年、中心市街地の低迷が見

られ、エイサー大会や音市場（ミュージックタウ

ン構想）の創設など、個性を活かした新たな観光

資源の開発が進められている。 

・ 本部町では、行政、経済、教育、文化、情報通信、

金融、交通結節機能等、やんばるの中核都市とし

て多様な都市機能をもつ名護市と連携を強化し

ながら、地域の特性を活かした都市機能の充実を

図ることとしている。 

・ また、今後、国際的観光・リゾート地の形成を目

指し、観光の通年化と滞在の長期化を実現するた

め、エコツーリズムやグリーンツーリズム、ブル

ーツーリズム等、豊かなやんばるの自然環境を活

用し、ウェルネス（いやし）をテーマとした観光

の充実や島々を含めた広域の観光・交通網の形

成、旧上本部飛行場跡地における長期滞在型宿泊

施設等、リゾート諸施設の整備を進めていくこと

としている。 

求められる機能 

・ 需要は比較的少ないが、那覇市のベッドタウンで

あることから、那覇市中心部との地域間連携を確

保することが求められる。 

・ 需要が最も多い区間であり、駅間隔短くすること

で、需要を確保していくことが求められる。 

・ 需要は、那覇市中心部～沖縄市間に次いで多いが、

うるま市以北は、観光需要の方が多い。 

・ 駅間を比較的長くすることにより、速達性を確保

するとともに、快適性への配慮が望まれる。 

・ 需要は少なく、観光需要が主体である。 

・ 駅間を比較的長くすることにより、速達性を確保

するとともに、快適性への配慮が望まれる。 

注）人口は、平成 22 年国勢調査による。 
出典：・「第４次糸満市総合計画」平成 23年３月 沖縄県糸満市                                  ・「第４次豊見城市総合計画」平成 23 年３月 沖縄県豊見城市 
   ・那覇広域都市計画「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」 平成 22 年８月 沖縄県                  ・中部広域都市計画「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」 平成 22 年３月 沖縄県 
   ・名護都市計画「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」 平成 21 年３月 沖縄県                    ・本部都市計画「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」 平成 21 年３月 沖縄県 
   ・「沖縄市・北中城村キャンプ瑞慶覧返還地区等 土地利用計画検討支援業務 報告書」 平成 24年２月 沖縄市・北中城村 

・沖縄市のホームページ
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【参考資料１】区間の概念図 

図 区間の概念図 


